
特集主要施策の概要 わたしたちの市政

自
然
を
大
切
に
し
、

共
に
暮
ら
す

　

自
然
豊
か
な
本
市
の
生
物
多
様
性
を
将
来

に
引
き
継
ぐ
た
め
、
市
民
、
事
業
者
、
行
政

が
連
携
・
協
力
し
た
保
全
活
動
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を
確

保
し
、
人
と
動
物
と
の
共
生
を
図
る
た
め
、

市
内
で
地
域
猫
対
策
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
等
を
支
援
し
ま
す
。

　

河
川
環
境
の
保
全
に
つ
き
ま
し
て
は
、
治

水
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
国
と
の
連

携
に
よ
り
、
栗
栖
川
ま
ち
づ
く
り
連
携
治
水

対
策
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と
と
も
に
、
土

師
南
山
調
整
池
の
排
水
施
設
整
備
や
準
用
河

川
等
の
浚
渫
土
砂
対
策
を
計
画
的
に
進
め
ま

す
。

持
続
可
能
な

社
会
を
つ
く
る

　

国
が
掲
げ
る
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
に
は
、
地
域
の
脱
炭
素
の
取
組

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、「
た
つ
の
市
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区
域
施
策
編
）」

を
策
定
し
、
脱
炭
素
社
会
に
お
け
る
市
の
将
来

像
や
取
組
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
Ｊ
Ｒ
播
磨
新
宮
駅
の
照
明
設
備
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
に
更
新
す
る
と
と
も
に
、
省
エ
ネ
家
電
・

省
エ
ネ
設
備
の
購
入
費
並
び
に
自
治
会
管
理
街

路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
更
新
費
に
対
す
る
支
援
を

実
施
し
ま
す
。

良
質
な
住
環
境
を

整
備
す
る

　

新
た
な
商
業
施
設
の
誘
致
を
進
め
、
地
域

の
賑
わ
い
と
活
力
を
創
出
す
る
「
龍
野
Ｉ
Ｃ

周
辺
ま
ち
づ
く
り
区
画
整
理
事
業
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
組
合
設
立
と
事
業
認
可
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
市
営
住
宅
は
、「
市
営
住
宅
長
寿
命

化
計
画
」
等
に
基
づ
く
、
日
山
住
宅
の
第
２
期

建
替
工
事
に
着
手
す
る
ほ
か
、
そ
の
他
の
市
営

住
宅
に
つ
き
ま
し
て
も
、
適
切
な
維
持
管
理
に

努
め
、
良
好
な
住
環
境
の
提
供
と
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
竜
野
駅
周
辺
に

お
き
ま
し
て
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
、

誰
も
が
安
全
・
安
心
・
快
適
に
駅
を
利
用
で

き
る
よ
う
、
既
存
自
由
通
路
を
活
用
し
た
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

安
全
便
利
な
交
通
環
境
を

整
え
る

　
幹
線
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
域
的
な
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
る
た
め
、
引
き

続
き
揖
龍
南
北
幹
線
道
路
（
宮
内
バ
イ
パ
ス
）

の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、「
龍
野
Ｉ
Ｃ

周
辺
ま
ち
づ
く
り
区
画
整
理
事
業
」
に
伴
う
、

周
辺
道
路
の
渋
滞
緩
和
策
を
検
討
し
ま
す
。
ま

た
、
新
宮
地
域
小
中
一
貫
校
の
整
備
に
伴
う
、

周
辺
道
路
の
歩
道
設
置
や
交
差
点
改
良
に
よ

り
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
姫
新
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、

兵
庫
県
が
設
立
し
た
Ｊ
Ｒ
ロ
ー
カ
ル
線
維
持
・

利
用
促
進
協
議
会
や
沿
線
自
治
体
と
連
携
し
、

線
区
の
維
持
・
存
続
に
向
け
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に

対
し
利
便
性
向
上
を
強
く
要
望
す
る
と
と
も

に
、
よ
り
一
層
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

大
切
な
命
と

地
域
を
守
る

　

自
然
災
害
に
備
え
、
計
画
的
に
防
災
行
政

無
線
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
大
雨
時
に
浸

水
が
想
定
さ
れ
る
区
域
や
浸
水
す
る
深
さ
な

ど
の
情
報
を
ま
と
め
た
「
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
を
作
成
し
、
避
難
や
誘
導
時
に
伴
う
災

害
リ
ス
ク
の
回
避
に
役
立
て
ま
す
。
ま
た
、

防
災
体
験
学
習
に
よ
り
、
学
齢
期
か
ら
の
防

災
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
防
災
力
の
中
核
を
担
う
消
防
団
に
つ

き
ま
し
て
は
、
準
中
型
免
許
を
取
得
す
る
消

防
団
員
に
費
用
を
助
成
す
る
な
ど
消
防
団
員

の
処
遇
改
善
を
図
り
、
消
防
団
員
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
治
会
な
ど
地
域
団
体
に
対
し
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費
の
助
成
を
行
う
と
と

も
に
、
見
守
り
カ
メ
ラ
の
設
置
に
よ
り
、
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
ま
ち
を
つ
く
る

　

母
子
保
健
と
児
童
福
祉
の
一
体
的
な
相
談

支
援
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、「
た
つ
の
市

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
相

談
・
支
援
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
乳
児
の
身

体
的
な
疾
病
な
ど
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
、

新
た
に
１
カ
月
児
に
対
し
て
健
康
診
査
費
を

助
成
す
る
と
と
も
に
、
母
子
保
健
Ｄ
Ｘ
の
一

環
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
母
子
健
康
手
帳
や
一

元
的
な
妊
娠
・
子
育
て
情
報
の
配
信
機
能
を

有
し
た
「
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
」
を
導
入
し
、

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
を
拡
充
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
公
立
こ
ど
も
園
の
給
食
に
つ
き
ま

し
て
は
、
保
護
者
負
担
を
軽
減
し
、
食
育
の

推
進
を
図
る
た
め
、
３
歳
児
以
上
の
園
児
を

対
象
に
主
食（
米
飯
）の
提
供
を
開
始
し
ま
す
。

高
齢
者
が
暮
ら
し
や
す
い

環
境
を
つ
く
る

　

高
齢
者
の
自
立
支
援
や
介
護
予
防
に
重
点

を
置
い
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努

め
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
深

化
を
図
り
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

　

認
知
機
能
低
下
の
一
因
と
さ
れ
る
難
聴
に

速
や
か
に
対
応
す
る
た
め
、
補
聴
器
の
購
入

費
を
助
成
し
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
確
保
と
社
会
参
加
及
び
地
域
交
流
を
促

進
す
る
こ
と
で
、
認
知
症
や
フ
レ
イ
ル
予
防

に
つ
な
げ
ま
す
。

障
害
の
あ
る
人
が

地
域
で
自
立
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
つ
く
る

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
事
業
者
に
よ
る
障
害

者
へ
の
合
理
的
配
慮
の
提
供
が
義
務
化
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
社
会
的
障

壁
の
除
去
に
つ
い
て
、
必
要
か
つ
合
理
的
な
配

慮
に
努
め
る
よ
う
事
業
者
に
働
き
か
け
る
と

と
も
に
、
障
害
者
の
社
会
参
加
を
積
極
的
に

支
援
し
、
一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
、
地
域
で

共
に
支
え
合
い
、
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

共
に
助
け
合
い
、

支
え
合
う
ま
ち
を
つ
く
る

　

介
護
・
困
窮
・
障
害
等
の
複
数
分
野
に
ま

た
が
る
複
合
的
な
生
活
課
題
が
あ
り
、
一
つ

の
窓
口
で
は
対
応
が
困
難
な
事
例
に
対
し
て
、

ふ
く
し
総
合
相
談
窓
口
が
調
整
役
と
な
り
、

関
係
機
関
が
協
働
し
て
課
題
解
決
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る

重
大
な
交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
免

許
証
返
納
者
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
定
住

自
立
圏
の
圏
域
バ
ス
無
料
定
期
券
、
市
民
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
を
交
付
し
、
自
主

返
納
を
促
進
し
ま
す
。

生
涯
を
健
や
か
に

過
ご
せ
る
体
制
を
整
え
る

　

市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、
新
た
に
50
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
帯
状
疱
疹
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
を
助
成
し
、
そ
の
発
症
及
び
重
症
化

の
予
防
策
を
講
じ
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
や
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期

受
診
の
た
め
、
市
民
総
合
健
診
（
個
別
健
診
）

の
検
診
項
目
に
腹
部
エ
コ
ー
検
診
を
新
た
に

追
加
し
、
腹
部
臓
器
の
疾
患
の
早
期
治
療
へ

と
つ
な
げ
ま
す
。
さ
ら
に
、
女
性
特
有
の
が

ん
の
受
診
勧
奨
・
啓
発
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
新
た
に
31
歳
の
方
を
対
象
に
子
宮
頸
が

ん
検
診
無
料
券
を
交
付
し
、
市
民
の
健
康
意

識
の
向
上
を
図
り
、
市
民
が
主
体
的
に
取
り

組
む
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
健
康
的
な
生

活
の
実
現
を
目
指
し
、
早
い
段
階
で
健
診
の

必
要
性
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
30
歳
代
の

方
を
対
象
に
健
診
勧
奨
通
知
を
送
付
し
、
将

来
的
に
特
定
健
診
受
診
率
の
向
上
と
医
療
費

の
抑
制
を
図
り
ま
す
。	

安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦

自
然
を
守
り
、
だ
れ
も
が

安
全
に
安
心
し
て

住
み
続
け
た
く
な
る
ま
ち

第
１
の
柱

や
す
ら
ぎ
づ
く
り
へ
の

挑
戦

子
育
て
に
や
さ
し
く
、

す
べ
て
の
市
民
が
健
や
か
に

暮
ら
せ
る
ま
ち

第
２
の
柱
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災害に備え新聞スリッパづくりを行う様子

消防出初式を開催

園での給食の様子 １カ月健診の様子

JR山陽本線竜野駅舎完成予想図

見守り
カメラ

主
要
施
策
の
概
要

主
要
施
策
の
概
要

　
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と
し
て
５
つ
の
「
施
策
の
大
綱（
柱
）」を

定
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
柱
に
沿
っ
て
、
令
和
６
年
度
の
主
な
取
組
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

そのその44

そのその55

令和令和
６６
年度年度
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